
※上記は，在ギリシャ大使館手集計による参考数値です。

ギリシャ邦人被害「要注意ランキング2020」

犯行手口ランキング

・第１位 すり（82.5％）

・第２位 置引き（10.8％）

・第3位 その他（6.7％）
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件数 邦人被害件数 増加傾向にあり、2019年の被

害件数は120件で、前年の約

２倍の被害件数でした。

圧倒的に，すり被害が多く，

８割を超えています。

被害が多い場所ランキング

・第１位 電車・駅（アテネ）（36％）

・第２位 シンタグマ広場周辺（アテネ）（18％）

・第３位 プラカ地区（アテネ）（８％）

・第３位 サントリーニ島（８％）

プロの，すり集団が狙っています。最も注

意が必要です！リュックサックから財布

等を盗まれるすりが多発しています。

声をかけられたり，液体をかけられたり

して、気をとられている隙に鞄を持ち去

られる被害が多く発生しています。

荷物から目を離した隙に置引きされる被

害が多いです。泥棒は，レストランやホテ

ルのロビーにも入ってきます。

イアの路上でリュックサックから財布等を

盗まれるすり被害が多発しています。離

島でもプロのスリが狙っています。

ギリシャで最も被害が多いの

がアテネの電車，駅です。人

混みのなかで，リュックサック

やバッグから財布等を盗まれ

る被害が多発しています。

急に声をかけられても慌て

ず，「もしかしたら泥棒かもし

れない」と用心して，まずは

荷物をしっかり確保してくだ

さい。

荷物は手元に置いて，目を

離さないようにしてください。

足下や椅子の背もたれは

安全ではありません。

人に紛れて，スリが狙って

います。リュックサックは

身体の前で持ってください。

ズボンの後ろポケットも

注意してください。

すり
82.5%

置引き
10.8%

その他
6.7%

周囲に人がいる時は，リュックサックは必ず

身体の前でしっかりと持ってください。


